
わたしの番です！ 

フィリピンの人々がカラオケ好きなのは、よく知られていることです。フィリピンでは、ほとんどのお祝い

の席にマイクがあり、歌う順番を待つ人たちの長い列ができます。誕生日や町のお祭り、クリスマスパーティ

ー、年越しのお祝い、さらには結婚式まで、カラオケがなければ何か物足りないものです。カラオケの機械が

なくても、「マジックシング」（マイク型のカラオケ機器）というマイクがあれば十分です！ 

【写真のキャプション】フィリピンの多くの家庭やレストラン、さらにはビーチリゾートでも見かけるカラオ

ケ機器 

 

フィリピンのカラオケの特徴は、屋外で楽しむことが多いところです。家族や友人、近所の人たちにも歌声

が聞こえるような、開放的な場所で行われます。パーティーに参加していなくても、音楽を楽しむことができ

るのです。時には、近所全体が観客になることもあります！ 

 

また、フィリピンの人々はお気に入りの歌手のものまねをするのも大好きです。誰かがレディー・ガガやケ

イティ・ペリー、テイラー・スウィフトになりきって歌っているかと思えば、次の瞬間には別の人がマイケ

ル・ジャクソンやカーペンターズ、ジャーニーの曲を披露します。本物の歌手とまったく同じようには歌えな

くても、全力でパフォーマンスすることをためらいません。フィリピンの人々が英語を話すことにあまり抵抗

を感じない理由の一つが、このように英語の歌を歌いながら育ったことではないかと考えることがあります。  

たとえすべての歌詞を正しく歌えていなくても、歌詞を聴き、繰り返し、歌に合わせて口ずさむことで、歌詞

を覚えていくからです。 

 

初めて日本に来たとき、こちらでも家でカラオケを楽しむのだろうかと気になりました。千葉や東京で暮ら



し始めた頃、私の住んでいたところは静かな住宅街だったので、フィリピンで慣れ親しんでいた屋外で歌を楽

しむ光景に出会うことはほとんどありませんでした。日本のカラオケは少し違うのかもしれないと思っていま

したが、実際そのとおりでした！日本の人々もフィリピンの人々と同じくらいカラオケが大好きです。ただ、

日本では個室（カラオケボックス）で楽しむのが一般的です。歌を思い切り歌いながら、お菓子を食べたり、

飲み物を注文したりして、自分たちだけの小さなパーティーを楽しんでいます。周りを気にせず、プライベー

トな空間で思い切り歌えるところが私は大好きです。一日の終わりにストレスを発散する方法としても、カラ

オケは最高ですね！ 

 

田原本町に住み始めて 6 か月がたった頃、ミヤ先生と私は、東京で毎週金曜日に楽しんでいたカラオケが

恋しくてたまりませんでした。そんな中、ついに田原本町と橿原市の境辺りの国道 24 号線沿いに、カラオケ

ができるお店を見つけました！ シルバーウィークには、英会話教室の友人たちと一緒に訪れ、歌ったりおし

ゃべりをしたりして午後のひとときを楽しみました。 

 

特に思い出に残っているのは、友人のサキコさんとカーペンターズの曲を一緒に歌ったことです。ささやか

な事かもしれませんが、故郷から遠く離れた日本で、大好きな曲を友人と歌えたことが本当にうれしかったで

す。子どもの頃から親しんできた音楽や、大好きな人たちと歌う何気ない楽しさをひと時ですが思い出させて

くれました。 

【写真のキャプション】サキコさんと私は、カーペンターズの「Close to You」を一緒に歌いました。 

 

その日の夜、私はあることに気づきました。フィリピンと日本ではカラオケの楽しみ方は違っていても、そ

こから生まれる喜びは同じなのです。フィリピンでは、ご近所さんみんなが聞いている屋外で歌い、日本で



は、友人たちと居心地のよい個室に集まってカラオケを楽しみます。どちらも、音楽が人と人とをつないでく

れることに変わりはありません。同じ言葉を話せなくても、同じ歌を楽しむことはできます。時には、聞き覚

えのあるメロディーが、言葉ではうまく表現できない思い出や感情を呼び起こしてくれるのです。 

 

私は英語を教えるために日本に来ましたが、カラオケを通じてコミュニケーションは言葉だけではないのだ

と、改めて感じています。音楽には、リズムやメロディー、笑い声、そして一緒に過ごした思い出から生まれ

る独自の言葉があります。プロのように上手く歌えても、自信満々に音程を外しちゃっても、マイクの前には

いつもあなたの居場所があります。大好きな曲が流れてきたら、恥ずかしがらずにマイクを手に取って、みん

なにこう宣言しましょう。「Ako na sunod!（次はわたしの番です！）」 

 

 

ご存じですか？ 

- 食べながらでも歌えます！ 

フィリピンのパーティーでは、食事をしたり、親戚とおしゃべりしたり、カラオケを歌ったりと、みんなで同

時に楽しむこともあります！ 

- フィリピンでは、歌詞のすべての意味がわからなくても、曲を聴いて練習しながら、発音や歌の音を覚える

人もいます。  

（例）宇多田ヒカルの「First Love」 

- フランク・シナトラの「My Way」は、世代を超えて愛される定番の人気曲です。 

 



チャレンジしてみよう！ 

MAE 先生と一緒に英語を練習しよう！ 次の質問に答えてみてね。 

1. カラオケに行くのは好きですか？ 

2. カラオケで歌う一番好きな曲は何ですか？ 

3. 大きな声で歌いますか？ それとも小さな声で歌いますか？ 

4. 英語の歌を歌えますか？ 

5. 歌うと幸せな気持ちになる曲は何ですか？ 

 

 


